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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第60期
第２四半期
連結累計期間

第61期
第２四半期
連結累計期間

第60期
第２四半期
連結会計期間

第61期
第２四半期
連結会計期間

第60期

会計期間

自 平成21年
４月１日

至 平成21年
９月30日

自 平成22年
４月１日

至 平成22年
９月30日

自 平成21年
７月１日

至 平成21年
９月30日

自 平成22年
７月１日

至 平成22年
９月30日

自 平成21年
４月１日

至 平成22年
３月31日

売上高 (千円) 4,413,8074,287,7362,235,7132,129,9228,650,046

経常利益 (千円) 717,878359,405373,373141,9121,256,323

四半期(当期)純利益 (千円) 413,795201,918215,16881,777671,227

純資産額 (千円) ― ― 4,082,9894,426,0964,343,648

総資産額 (千円) ― ― 8,002,7417,988,5298,592,137

１株当たり純資産額 (円) ― ― 522.67 566.72 556.09

１株当たり四半期(当期)
純利益

(円) 52.96 25.85 27.54 10.47 85.92

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 51.0 55.4 50.6

営業活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) 559,13716,914 ― ― 1,384,305

投資活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △30,884△167,242 ― ― △210,620

財務活動によるキャッシュ・
フロー

(千円) △345,422△402,057 ― ― △408,584

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 723,701753,5861,305,971

従業員数 (名) ― ― 149 156 151

(注) １ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

２ 潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益については、潜在株式がないため記載しておりません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結会計期間において、当社グループ(当社および連結子会社ジェイソフト株式会社)が営

む事業の内容につきまして、重要な変更はありません。また、関係会社における異動もありません。

　

３ 【関係会社の状況】

当第２四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 156

　

(2) 提出会社の状況

平成22年９月30日現在

従業員数(名) 148

(注) 従業員数は、当社から他社への出向者を除く就業人員数であります。
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号  

平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指

針第20号  平成20年３月21日)を適用したことに伴い、前年同期比は新セグメントにもとづいて対比して

おります。

　

(1) 生産実績

当第２四半期連結会計期間における生産実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 生産高(千円) 前年同四半期比(％)

不織布関連事業 623,944 95.2

紙関連事業 930,670 126.2

合計 1,554,614 111.6

(注) １  セグメント間取引については、相殺消去しております。

２  金額は、製造原価によっております。

３  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

　

(2) 受注実績

当第２四半期連結会計期間における受注実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 受注高(千円)
前年同四半期比

(％)
受注残高(千円)

前年同四半期比
(％)

不織布関連事業 968,512 84.3 155,897 66.1

紙関連事業 1,101,504 103.3 185,148 109.9

合計 2,070,016 93.5 341,046 84.4

(注) １  金額は販売価格によっております。

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

(3) 販売実績

当第２四半期連結会計期間における販売実績をセグメントごとに示すと、次のとおりであります。

セグメントの名称 販売高(千円) 前年同四半期比(％)

不織布関連事業 999,848 87.8

紙関連事業 1,130,073 103.0

合計 2,129,922 95.3

(注) １  主な相手先別の販売実績および当該販売実績の総販売実績に対する割合は、次のとおりであります。

相手先
前第２四半期連結会計期間 当第２四半期連結会計期間

金額(千円) 割合(％) 金額(千円) 割合(％)

花王株式会社 405,796 18.2 300,123 14.1

２  上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
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２ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

または、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。

　

４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、本四半期報告書提出日現在において当社グループが判断したものでありま

す。

　

(1) 経営成績の分析

当第２四半期連結会計期間におけるわが国経済は、新興国を中心とした経済の回復に伴う輸出と生産

の増加、企業収益の改善に伴う設備投資の下げ止まり、経済対策の効果等による耐久消費財を中心とした

個人消費の持ち直し等により景気は緩やかに回復しつつあるものの、改善の動きはやや弱まっており、厳

しい雇用・所得環境やデフレ基調が続く等、依然として先行き不透明な状況で推移しました。当社関連の

家庭紙業界におきましても、生活防衛意識の高まりによる消費の低迷、海外製品の流入による競争激化等

により、事業収益が圧迫される厳しい経営環境で推移しました。

こうしたなか、当社グループはお客様の満足を得る製品の開発、きめ細かな営業活動、徹底した原価低

減に取組み業績の向上に努めてまいりましたが、外食産業の低迷、販売価格の値下げ等により、当第２四

半期連結会計期間の売上高は21億29百万円(前年同期比4.7％減)となりました。一方、利益面につきまし

ては、原燃料価格の高騰により製造原価が押し上げられ、営業利益は１億46百万円(同61.2％減)、経常利

益は１億41百万円(同62.0％減)、四半期純利益は81百万円(同62.0％減)となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

  なお、第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第

17号  平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準

適用指針第20号  平成20年３月21日)を適用したことに伴い、前年同期比は新セグメントにもとづいて対

比しております。

ａ．不織布関連事業

不織布関連事業のうちパルプ不織布原反は、クッキングペーパー用途およびオシボリ用途において

外食産業の低迷等により売上高は前年同期に比べ大幅に減少しましたが、加工品部門のクッキング

ペーパーについては、外食産業の低迷が続くなか新たなＯＥＭ製品の取扱を積極的に開拓したことに

より増加しました。化合繊不織布は製品アイテムの減少により大幅に減少し、その他不織布は自動車部

材用途において自動車産業の回復等により前年同期並みとなりました。この結果、当第２四半期連結会

計期間の売上高は９億99百万円(前年同期比12.2％減)、セグメント利益は１億91百万円(同30.2％減)

となりました。
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ｂ．紙関連事業

紙関連事業である衛生用紙は、国内の大人用紙オムツの需要に牽引されたこと、海外向けの製品の販

売を積極展開したこと等により売上高は堅調に推移しましたが、原燃料価格の高騰の影響によりセグ

メント利益は大幅な減少となりました。この結果、当第２四半期連結会計期間の売上高は11億30百万円

(前年同期比3.0％増)、セグメント利益は１億24百万円(同54.6％減)となりました。

　

(2) 財政状態の分析

総資産は、前連結会計年度に比べ６億３百万円減少して79億88百万円となりました。これは、売上債権

が46百万円、設備投資等により有形固定資産が19百万円増加した一方、納税等により現金及び預金が５億

87百万円、在庫調整により商品及び製品が47百万円、時価の下落により投資有価証券が27百万円減少した

こと等によるものであります。

負債は、前連結会計年度に比べ６億86百万円減少して35億62百万円となりました。これは、返済により

短期借入金が１億38百万円、長期借入金が１億53百万円、納税により未払法人税等が２億76百万円減少し

たこと等によるものであります。

純資産は、配当の支払いがあったものの、四半期純利益を確保したこと等により、前連結会計年度に比

べ82百万円増加して44億26百万円となりました。この結果、自己資本比率は55.4％となりました。

　

(3) キャッシュ・フローの状況

当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という。)は、第１四半期連結

会計期間末より47百万円減少して７億53百万円となりました。

ａ．営業活動によるキャッシュ・フロー

営業活動により獲得した資金は２億78百万円(前年同期比１億81百万円減)となりました。これは、税

金等調整前四半期純利益１億41百万円、仕入債務の増加１億29百万円等により資金を獲得したことに

よるものであります。

ｂ．投資活動によるキャッシュ・フロー

投資活動により使用した資金は１億51百万円(前年同期比１億７百万円増)となりました。これは、定

期預金の増加18百万円、有形固定資産の取得による支出１億33百万円等があったことによるものであ

ります。

ｃ．財務活動によるキャッシュ・フロー

財務活動により使用した資金は１億74百万円(前年同期比38百万円増)となりました。これは、短期借

入金の減少30百万円、長期借入金の返済１億30百万円等があったことによるものであります。

　

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結会計期間において、当社グループの事業上および財務上の対処すべき課題に重要な

変更はありません。

　

(5) 研究開発活動

当第２四半期連結会計期間の研究開発費の総額は11百万円であります。
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(6) 経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社グループ製品の主原料であるパルプおよび燃料である重油・ガスは、国際的な需給バランスや思

惑買い等による価格変動の影響を受けるとともに、海外依存度が高いことから為替相場の影響も受けま

す。

  当社グループといたしましては、これらの状況を踏まえ、既存販売先はもとより新規販売先の開拓を積

極的に展開し販売数量の増加を図ること、衛生用紙およびパルプ不織布加工設備を高効率運用し製造原

価の低減を図ること、付加価値の高い新製品の開発に取り組むこと等により一層の利益の確保を目指し

ます。

　

(7) 経営者の問題認識と今後の方針について

社会環境や消費動向が目まぐるしく変化するなか、当社グループが持続可能な発展を遂げるためには、

あらゆる人々に大きな喜びと満足を実感していただける製品を開発・提供するとともに、事業領域のさ

らなる拡大を図り、活気と活力に満ち溢れた企業へ成長することが最重要課題であると考えております。

こうしたなか、当社グループといたしましては、平成22年３月期を初年度とする５ヶ年の中期経営計画

「ACTIVE－PLAN  200」を策定し、その達成に向け積極的に取り組んでまいります。

基本的な方針としましては、製販管が一体となった強靭な経営体を構築して、あらゆるニーズに沿った

製品を提供するとともに、企業の社会的責任を確実に遂行することにより、「顧客満足度日本一」企業へ

の進化を目指してまいります。そして市場の開拓に向け、全社一丸となって既存事業を積極的に拡大する

とともに、常に斬新な発想のもと付加価値の高い新製品を企画・開発し新規事業の事業化に取り組んで

まいります。さらにコスト競争力を高め、あらゆる経済環境下においても常に高収益をあげるスリムで筋

肉質な企業体質を獲得するとともに、コンプライアンスと内部統制を重視した企業活動を展開すること

により、企業体質の一層の強化を図ってまいります。また当社グループは、社員一人ひとりが自らの成長

に日々喜びを感じ、さらには失敗を恐れず勇気を持って高い目標にチャレンジする社員が評価される企

業風土を構築することにより、企業の源である社員の人間力を大きく育ててまいります。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第２四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

当第２四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成22年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年11月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,175,280 8,175,280
大阪証券取引所
(ＪＡＳＤＡＱ市場)

単元株式数は1,000株であり
ます。

計 8,175,280 8,175,280― ―

(注)  大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)は、平成22年10月12日付で同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場ととも

に、新たに開設された同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、同日以降の上場金融商品取引所は大阪証券取

引所ＪＡＳＤＡＱ(スタンダード)であります。

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

　

　

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成22年７月１日～

平成22年９月30日
― 8,175,280 ― 593,660 ― 603,260
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(6) 【大株主の状況】

平成22年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

福  村  善  光 岐阜県岐阜市 744 9.10

酒  井  正  吾 岐阜県各務原市 665 8.13

株式会社十六銀行 岐阜県岐阜市神田町８丁目26番地 385 4.70

岐阜信用金庫 岐阜県岐阜市神田町６丁目11番地 376 4.59

丸紅株式会社 東京都千代田区大手町１丁目４番２号 340 4.15

ハビックス従業員持株会 岐阜県岐阜市福光東３丁目５－７ 333 4.07

ドイチェ  バンク  アーゲー  
ロンドン  ピービー  ノントリ
ティー  クライアンツ  613
（常任代理人  ドイツ証券株式
会社）

TAUNUSANLAGE 12,D-60325 FRANKFURT AM
MAIN,FEDERAL REPUBLIC OF GERMANY
（東京都千代田区永田町２丁目11番１号
  山王パークタワー）

301 3.68

株式会社大垣共立銀行
（常任代理人  資産管理サービ
ス信託銀行株式会社）

岐阜県大垣市郭町３丁目９８
（東京都中央区晴海１丁目８－12）

300 3.66

エイチエスビーシー  ファンド
 サービシィズ  クライアンツ
 アカウント  500  ピー
（常任代理人  香港上海銀行  
東京支店）

1 QUEEN'S ROAD CENTRAL HONG KONG
（東京都中央区日本橋３丁目11番１号）

284 3.47

福  村  大  介 東京都葛飾区 234 2.86

計 ― 3,963 48.48

(注) １  当社は、自己株式365,249株(4.46％)を保有しておりますが、議決権がないため上記の大株主より除外して

おります。

２  タワー投資顧問株式会社から平成22年６月25日付で関東財務局長に提出された大量保有報告書により平成

22年６月15日現在で以下の株式を所有している旨の報告を受けておりますが、当社として当第２四半期会

計期間末における実質所有株式数の確認ができておりませんので、上記大株主の状況には含めておりませ

ん。

なお、大量保有報告書の内容は以下の通りであります。

氏名又は名称 住  所
所有株式数
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

タワー投資顧問株式会社
東京都港区芝大門１丁目２番18号
野依ビル２階

698,000 8.54
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成22年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
 普通株式

365,000
― ―

完全議決権株式(その他)
 普通株式

7,775,000
7,775 ―

単元未満株式
 普通株式

35,280
― ―

発行済株式総数 8,175,280― ―

総株主の議決権 ― 7,775 ―

　

② 【自己株式等】

平成22年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
 ハビックス株式会社

岐阜県岐阜市福光東三丁
目５番７号

365,000 ― 365,000 4.46

計 ― 365,000 ― 365,000 4.46

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別 平成22年４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

最高(円) 575 570 390 382 380 328

最低(円) 479 352 345 355 318 300

(注)  株価は、大阪証券取引所（ＪＡＳＤＡＱ市場）におけるものです。

なお、大阪証券取引所(ＪＡＳＤＡＱ市場)は、同取引所ヘラクレス市場及びＮＥＯ市場とともに、新たに開設さ

れた同取引所ＪＡＳＤＡＱに統合されており、平成22年10月12日付で大阪証券取引所ＪＡＳＤＡＱ(スタン

ダード)に上場となっております。

　

　

３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１日から平成21年９月30日)及び前第２四半期連結累計

期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第２

四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成

22年４月１日から平成22年９月30日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成しておりま

す。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第２四半期連結会計期間(平成21年７月１

日から平成21年９月30日まで)及び前第２四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で)に係る四半期連結財務諸表並びに当第２四半期連結会計期間(平成22年７月１日から平成22年９月30日

まで)及び当第２四半期連結累計期間(平成22年４月１日から平成22年９月30日まで)に係る四半期連結財

務諸表について、有限責任監査法人トーマツより四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,288,881 1,876,774

受取手形及び売掛金 2,406,039 2,359,575

商品及び製品 231,954 279,283

仕掛品 9,647 1,907

原材料及び貯蔵品 412,301 386,336

その他 82,118 106,856

貸倒引当金 △2,558 △2,629

流動資産合計 4,428,384 5,008,105

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 ※1
 2,577,670

※1
 2,523,334

減価償却累計額 △1,542,407 △1,509,340

建物及び構築物（純額） 1,035,263 1,013,993

機械装置及び運搬具 5,253,757 ※1
 5,214,546

減価償却累計額 △3,901,793 △3,791,345

機械装置及び運搬具（純額） 1,351,964 1,423,201

その他 ※1
 941,869

※1
 871,154

減価償却累計額 △120,660 △118,979

その他（純額） 821,209 752,175

有形固定資産合計 3,208,437 3,189,370

無形固定資産

のれん 49,077 57,257

その他 48,867 56,478

無形固定資産合計 97,944 113,735

投資その他の資産

その他 269,932 297,095

貸倒引当金 △16,170 △16,170

投資その他の資産合計 253,762 280,925

固定資産合計 3,560,144 3,584,031

資産合計 7,988,529 8,592,137
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,329,125 1,288,594

短期借入金 367,885 506,244

未払法人税等 133,300 409,520

賞与引当金 114,096 111,999

役員賞与引当金 20,000 50,000

その他 350,594 466,140

流動負債合計 2,315,002 2,832,499

固定負債

長期借入金 876,057 1,030,000

退職給付引当金 123,148 117,649

その他 248,224 268,339

固定負債合計 1,247,430 1,415,988

負債合計 3,562,432 4,248,488

純資産の部

株主資本

資本金 593,660 593,660

資本剰余金 603,260 603,260

利益剰余金 3,296,833 3,196,458

自己株式 △67,796 △67,403

株主資本合計 4,425,956 4,325,975

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 139 17,673

評価・換算差額等合計 139 17,673

純資産合計 4,426,096 4,343,648

負債純資産合計 7,988,529 8,592,137
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 4,413,807 4,287,736

売上原価 3,041,909 3,279,644

売上総利益 1,371,897 1,008,091

販売費及び一般管理費 ※1
 648,221

※1
 645,923

営業利益 723,676 362,167

営業外収益

受取利息 831 337

受取配当金 2,820 3,436

故紙売却収入 4,741 3,225

その他 2,107 5,032

営業外収益合計 10,500 12,031

営業外費用

支払利息 11,630 9,348

為替差損 － 3,353

その他 4,668 2,091

営業外費用合計 16,298 14,793

経常利益 717,878 359,405

特別損失

固定資産除却損 2,940 2,292

投資有価証券評価損 1,999 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,375

特別損失合計 4,940 5,667

税金等調整前四半期純利益 712,937 353,738

法人税、住民税及び事業税 318,192 136,282

法人税等調整額 △19,050 15,536

法人税等合計 299,142 151,819

少数株主損益調整前四半期純利益 － 201,918

四半期純利益 413,795 201,918
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【第２四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第２四半期連結会計期間
(自 平成21年７月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自 平成22年７月１日
　至 平成22年９月30日)

売上高 2,235,713 2,129,922

売上原価 1,533,222 1,666,180

売上総利益 702,490 463,741

販売費及び一般管理費 ※1
 325,655

※1
 317,501

営業利益 376,835 146,240

営業外収益

受取利息 398 159

故紙売却収入 3,492 1,355

その他 1,134 1,499

営業外収益合計 5,025 3,014

営業外費用

支払利息 5,760 4,687

為替差損 － 1,769

その他 2,728 885

営業外費用合計 8,488 7,342

経常利益 373,373 141,912

特別損失

固定資産除却損 2,940 113

特別損失合計 2,940 113

税金等調整前四半期純利益 370,432 141,799

法人税、住民税及び事業税 158,781 41,572

法人税等調整額 △3,517 18,449

法人税等合計 155,263 60,021

少数株主損益調整前四半期純利益 － 81,777

四半期純利益 215,168 81,777
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 712,937 353,738

減価償却費 148,156 161,779

のれん償却額 8,179 8,179

貸倒引当金の増減額（△は減少） 6 △71

賞与引当金の増減額（△は減少） 24,698 2,097

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,000 △30,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 8,765 5,498

受取利息及び受取配当金 △3,651 △3,773

支払利息 11,630 9,348

有形固定資産除却損 2,940 2,292

投資有価証券評価損益（△は益） 1,999 －

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 － 3,375

売上債権の増減額（△は増加） △121,443 △46,464

たな卸資産の増減額（△は増加） 184,457 13,624

仕入債務の増減額（△は減少） △56,506 40,531

その他 △53,576 △90,951

小計 853,594 429,203

利息及び配当金の受取額 3,836 4,132

利息の支払額 △11,548 △9,332

法人税等の支払額 △286,745 △407,089

営業活動によるキャッシュ・フロー 559,137 16,914

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △256,523 △259,814

定期預金の払戻による収入 291,418 295,323

有形固定資産の取得による支出 △61,889 △203,591

投資有価証券の取得による支出 △13,016 －

投資有価証券の売却による収入 9,090 1,070

その他 36 △229

投資活動によるキャッシュ・フロー △30,884 △167,242

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △115,000 △130,000

長期借入金の返済による支出 △170,604 △162,301

自己株式の取得による支出 △607 △393

配当金の支払額 △54,023 △100,622

その他 △5,186 △8,738

財務活動によるキャッシュ・フロー △345,422 △402,057

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 182,830 △552,384

現金及び現金同等物の期首残高 540,871 1,305,971

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 723,701

※1
 753,586
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１  会計処理基準に関する事項の変更

  (1) 資産除去債務に関する会計基準等の適用

第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」(企業会計基準第18号  平成20年3月31日)

及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適用指針第21号  平成20年3月31日)を適用

しております。

  これにより、当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益への影響はありませんが、税金等調整前四半期

純利益が3,375千円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は3,375千

円であります。
 

　

【表示方法の変更】
　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

（四半期連結損益計算書関係）

１  前第２四半期連結累計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総額の

100分の20を超えたため、当第２四半期連結累計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半期

連結累計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は2,356千円であります。

２ 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結累計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
 

　

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

（四半期連結貸借対照表関係）

  前第２四半期連結会計期間において区分掲記しておりました流動負債の「設備関係支払手形」は、重要性が乏し

いため、当第２四半期連結会計期間では「その他」に含めて表示しております。なお、当第２四半期連結会計期間の

「設備関係支払手形」は97,404千円であります。

 
（四半期連結損益計算書関係）

１  前第２四半期連結会計期間において、営業外費用の「その他」に含めていた「為替差損」は、営業外費用総額の

100分の20を超えたため、当第２四半期連結会計期間では区分掲記することとしております。なお、前第２四半期

連結会計期間の営業外費用の「その他」に含まれる「為替差損」は1,261千円であります。

２ 「連結財務諸表に関する会計基準」(企業会計基準第22号  平成20年12月26日)に基づき財務諸表等規則等の一

部を改正する内閣府令(平成21年３月24日  内閣府令第５号)の適用に伴い、当第２四半期連結会計期間では、

「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目を表示しております。
 

　

【簡便な会計処理】

　

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１  棚卸資産の評価方法

当第２四半期連結会計期間末の棚卸資産の簿価切下げに関しては、収益性の低下が明らかなものについてのみ

正味売却価額を見積り、簿価切下げを行う方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

※１  担保資産

担保に供されている資産について、事業の運営に

おいて重要なものであり、かつ、前連結会計年度の末

日に比べて著しい変動が認められるもの

担保提供資産 　

建物及び構築物 438,981千円

その他 336,513千円

計 775,494千円

※１  担保資産

　

　

　

担保提供資産 　

建物及び構築物 560,458千円

機械装置及び運搬具 493,267千円

その他 392,461千円

計 1,446,186千円

　

(四半期連結損益計算書関係)

第２四半期連結累計期間

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費のうち、主要な費用および

金額は、次のとおりであります。

荷造運賃 236,932千円

役員報酬 66,660

給与手当 97,585

賞与引当金繰入額 37,671

役員賞与引当金繰入額 25,000

退職給付費用 6,390
 

※１  販売費及び一般管理費のうち、主要な費用および

金額は、次のとおりであります。

荷造運賃 231,351千円

役員報酬 63,630

給与手当 103,099

賞与引当金繰入額 36,541

役員賞与引当金繰入額 20,000

退職給付費用 2,259
 

　

第２四半期連結会計期間

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

※１  販売費及び一般管理費のうち、主要な費用および

金額は、次のとおりであります。

荷造運賃 119,808千円

役員報酬 33,330

給与手当 46,316

賞与引当金繰入額 20,394

役員賞与引当金繰入額 15,000

退職給付費用 3,802
 

※１  販売費及び一般管理費のうち、主要な費用および

金額は、次のとおりであります。

荷造運賃 113,241千円

役員報酬 30,300

給与手当 52,008

賞与引当金繰入額 19,558

役員賞与引当金繰入額 10,000

退職給付費用 525
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,259,871千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△536,169千円

現金及び現金同等物 723,701千円
 

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,288,881千円

預入期間が３か月を超える

定期預金
△535,295千円

現金及び現金同等物 753,586千円
 

　

(株主資本等関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)及び当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１
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日  至  平成22年９月30日)

１  発行済株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 8,175,280

　

２  自己株式に関する事項

株式の種類
当第２四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 365,249

　

３  配当に関する事項

  (1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

平成22年６月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 101,543 13.00平成22年３月31日 平成22年６月25日

　

  (2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の

効力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

      該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

　

【事業の種類別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

  (1) 外部顧客に
      対する売上高

1,138,2371,097,4752,235,713 ― 2,235,713

  (2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,138,2371,097,4752,235,713 ― 2,235,713

営業利益 273,703 273,030 546,733(169,898)376,835

　

前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

　

　
不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

計
(千円)

消去又は全社
(千円)

連結
(千円)

売上高 　 　 　 　 　

(1) 外部顧客に
      対する売上高

2,214,9262,198,8814,413,807 ― 4,413,807

(2) セグメント間の内部
      売上高又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,214,9262,198,8814,413,807 ― 4,413,807

営業利益 529,943 533,5311,063,475(339,798)723,676

(注) １  事業の区分は、内部管理上採用している区分によっております。

２  各区分の製品

(1) 不織布関連事業‥‥‥パルプ不織布、化合繊不織布

(2) 紙関連事業‥‥‥衛生用紙

　
【所在地別セグメント情報】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

本邦以外の国または地域に所属する連結子会社および重要な在外支店がないため、該当事項はありま

せん。

　
前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

本邦以外の国または地域に所属する連結子会社および重要な在外支店がないため、該当事項はありま

せん。

　
【海外売上高】

前第２四半期連結会計期間(自  平成21年７月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。

　
前第２四半期連結累計期間(自  平成21年４月１日  至  平成21年９月30日)

海外売上高が、連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。
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【セグメント情報】

(追加情報)

第１四半期連結会計期間より「セグメント情報等の開示に関する会計基準」(企業会計基準第17号

 平成21年３月27日)及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」(企業会計基準適

用指針第20号  平成20年３月21日)を適用しております。

　
１  報告セグメントの概要

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が、

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものでありま

す。

当社は、不織布および紙製品の製造・加工および販売業務を営んでおり、取り扱う製品別の事業戦略を

立案し、事業活動を展開しております。

したがって、当社は事業の内容や製品別のセグメントから構成されており、「不織布関連事業」および

「紙関連事業」の２つを報告セグメントとしております。

「不織布関連事業」は、パルプ不織布原反および加工品、化合繊不織布等の不織布製品の製造販売を

行っております。「紙関連事業」は、衛生用紙原紙の製造販売を行っております。

　
２  報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

当第２四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年９月30日)

　

報告セグメント
調整額
（千円）

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,036,0612,251,6744,287,736 ― 4,287,736

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,036,0612,251,6744,287,736 ― 4,287,736

セグメント利益 432,400 271,351 703,752△341,584 362,167

(注) １  セグメント利益の調整額△341,584千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△341,584千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

　
当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

　

報告セグメント
調整額
（千円）

四半期連結
損益計算書
計上額
（千円）

不織布関連事業
(千円)

紙関連事業
(千円)

合計
（千円）

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 999,8481,130,0732,129,922 ― 2,129,922

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 999,8481,130,0732,129,922 ― 2,129,922

セグメント利益 191,031 124,066 315,097△168,857 146,240

(注) １  セグメント利益の調整額△168,857千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△168,857千円であ

ります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

２  セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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(金融商品関係)

当第２四半期連結会計期間末(平成22年９月30日)

　

以下の科目が、企業集団の事業の運営において重要なものとなっており、かつ、前連結会計年度の末日

に比べて著しい変動が認められます。
　

　
四半期連結

貸借対照表計上額
(千円)

時価
(千円)

差額 
(千円)

時価の算定方法

現金及び預金 1,288,881 1,288,881 ― (注)１

未払法人税等 133,300 133,300 ― (注)２

(注) １  現金及び預金の時価の算定方法

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

２  未払法人税等の時価の算定方法

短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。

　

　

　

(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額
　

当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

　 　

　 566.72円
　

　 　

　 556.09円
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第２四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日)

前連結会計年度末
(平成22年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 4,426,096 4,343,648

普通株式に係る純資産額(千円) 4,426,096 4,343,648

差額の主な内訳(千円)　 ― ―

普通株式の発行済株式数(株) 8,175,280 8,175,280

普通株式の自己株式数(株) 365,249 364,224

１株当たりの純資産額の算定に用いられた
普通株式の数(株)

7,810,031 7,811,056
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２  １株当たり四半期純利益金額等

第２四半期連結累計期間

　

前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 52.96円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 25.85円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 413,795 201,918

普通株式に係る四半期純利益(千円) 413,795 201,918

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円)　 ― ―

普通株式に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数 7,812,986 7,810,380

　

第２四半期連結会計期間

　

前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

１株当たり四半期純利益金額 27.54円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

１株当たり四半期純利益金額 10.47円

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ―
　

(注) １．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２．１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

項目
前第２四半期連結会計期間
(自  平成21年７月１日
至  平成21年９月30日)

当第２四半期連結会計期間
(自  平成22年７月１日
至  平成22年９月30日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 215,168 81,777

普通株式に係る四半期純利益(千円) 215,168 81,777

普通株主に帰属しない金額の主要な内訳(千円)　 ― ―

普通株式に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式の期中平均株式数 7,812,560 7,810,031

　
　

(重要な後発事象)

当第２四半期連結会計期間(自  平成22年７月１日  至  平成22年９月30日)

該当事項はありません。

　

　

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成２１年１１月６日

　

ハ ビ ッ ク ス 株 式 会 社
　

取 締 役 会 御 中

　

有限責任監査法人  ト ー マ ツ　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   西  松  真  人    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   林      伸  文    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハ

ビックス株式会社の平成２１年４月１日から平成２２年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間（平成２１年７月１日から平成２１年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２１年４

月１日から平成２１年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハビックス株式会社及び連結子会社の平成２

１年９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
　

　
平成２２年１１月２日

　

ハ ビ ッ ク ス 株 式 会 社
　

取 締 役 会 御 中

　

有限責任監査法人  ト ー マ ツ　

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   西  松  真  人    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士   林      伸  文    印

　

　
当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているハ

ビックス株式会社の平成２２年４月１日から平成２３年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会

計期間（平成２２年７月１日から平成２２年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２２年４

月１日から平成２２年９月３０日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半

期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期

連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ハビックス株式会社及び連結子会社の平成２

２年９月３０日現在の財政状態、同日をもって終了する第２四半期連結会計期間及び第２四半期連結累計期

間の経営成績並びに第２四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさ

せる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　
以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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